
提案者名 中間評価コメント

テーマ
XバンドMPレーダと雲解像モデルによる短
時間・極短時間量的降水予測法の開発

概要

ＭＰレーダと雲を解像する気象モデルを結合
し、局地的豪雨などについて、短時間（１～３
時間）および極短時間（３０分程度）の高精
度量的予測法を開発する

テーマ
ゲリラ豪雨予測手法の開発と豪雨・流出・氾
濫を一体とした都市スケールにおける流域
災害予測手法の開発

概要
都市域を対象に、「ゲリラ豪雨」・「中小河川
や下水道内の流れ」・ 「浸水氾濫」を一体と
した豪雨災害の予知・予測手法を開発する

テーマ
XバンドMPレーダの効果的実利用へ向けて
の降雨観測・予測とCバンドレーダとの連携
活用に関する技術研究開発

概要
XバンドMPレーダに必要な精度を明確化し、
高速な豪雨予測手法とCバンドレーダ雨量
計との連携技術を開発する

テーマ
ＭＰレーダデータによる定量的降雨量推定と
ユーザの立場からの避難支援システム開発
に関する研究

概要
河川管理者、住民等の様々な雨量情報ニー
ズを満足するための、MPレーダ運用方法、
避難支援システム等の研究を行う

テーマ
ＭＰレーダネットワークによる雨と風の３次元
分布推定手法の開発

概要

局地的大雨の監視と予測精度の向上に資
するために，雨と風の３次元分布および風
水害ポテンシャル指標の算出手法を開発す
る

（五十音順、敬称略）

【XバンドMPレーダ等の観測情報の活用に関する技術開発】

河川砂防技術研究開発公募（河川技術分野）平成21年度採択テーマ　中間評価結果

（株）建設技術研究所
藤原　直樹

既存データを活用した方法とXバ
ンドMPレーダを活用した方法の違
いや有効性を明確に整理するこ
と。

（独）防災科学
技術研究所
真木　雅之

洪水予測等、実際の河川管理で
の活用を念頭に研究を進めるこ
と。

テーマ名および概要

名古屋大学
坪木　和久

洪水予測等、実際の河川管理で
の活用を念頭に研究を進めるこ
と。

京都大学
中北　英一

研究の対象スケール（流域サイ
ズ）を明確にし、検討を進めるこ
と。

（独）土木研究所
深見　和彦

観測成果の共有等、他のグルー
プと連携を図り進めること。



【合成開口レーダ（ＳＡＲ）を利用した防災情報把握に関する技術開発】

提案者名 中間評価コメント

テーマ
リアルタイム画像処理合成開口レーダの実
用化に関する技術開発

概要
昼夜・悪天候時の災害画像を航空機上でリ
アルタイムに取得できる合成開口レーダの
ハードとソフトを開発する

テーマ
高分解能ポラリメトリックSARを用いた水害
状況把握技術の開発

概要
国内で発生する水害の広がり（面積、深さ）
を航空機搭載合成開口レーダ(Lバンド)で観
測・推定する技術を開発する

テーマ
小型・軽量の航空機搭載型SARにより取得
する画像データを用いた浸水域等の把握の
実用化に関する技術開発

概要
小型・軽量の航空機搭載型ＳＡＲによる画像
データを用い、浸水範囲、 浸水深の把握に
関する技術開発を行う

【新材料を用いた樋門樋管用ゲートの性能設計・施工技術に関する技術開発】

提案者名 中間評価コメント

テーマ
新材料モルタルを主材とした低コスト軽量
ゲートの実用化に関する技術開発

概要
EPS（発泡スチロール）廃材使用の軽量モル
タルを主材とする新材料ゲートの開発を行う

テーマ
新材料を用いた樋門樋管用ゲートの技術開
発とその適用性の検討

概要
新材料（プラスチック材料や複合材料など）
を用いた樋門樋管用ゲートを開発し、性能
規定化に資する適用性指標を作成する

（五十音順、敬称略）

(独)宇宙航空研究
開発機構

島田　政信

実用化に向けて課題を整理する
等、成果の活用を念頭に研究を
進めること。

新潟大学
山口　芳雄

実用化に向けて課題を整理する
等、成果の活用を念頭に研究を
進めること。

（社）リバーテクノ研究
会

三木博史

各部材の性能だけでなく、ゲート
全体としての性能評価を検討する
こと。

テーマ名および概要

山口大学大学院
川崎　秀明

各部材単体だけでなく、複合体と
しての挙動についても明らかにす
ること。

テーマ名および概要

東北大学
犬竹　正明

実用化に向けて課題を整理する
等、成果の活用を念頭に研究を
進めること。


